平成２７年度関東SPM調査会議の調査内容等に係るアンケート調査票【第３回】
　

　第３回調査会議で議論すべき事項、及び平成２８年３月に開催予定である講演会について、各自治体へ照会いたします。
なお、回答は、行政・研究側相談の上で、平成２７年１０月３０日（金）までに、お願いいたします。

自治体名：横浜市  　　

１　平成２８年度以降に作製する調査報告書の構成について

平成２８年度以降に作成する調査報告書の取りまとめ方法については、第２回調査会議において、四季の平均的な解析、及び高濃度時解析を行うこととしました。第３回調査会議では、調査報告書の構成等について具体的に検討いたします。

つきましては、調査報告書の構成等に係るご意見をお願いいたします。具体的な提案等がある際は、任意の様式にて御回答ください。

２　平成２７年度関東SPM調査会議 講演会について

1)　 取り上げることが望ましい講演内容がありましたら、御記入ください。

2)　講演を依頼するに当たり、推薦できる講師がおりましたら、御記入ください。
	所属
	氏名

	PM2.5排出インベントリ及び発生源プロファイル策定委員会
	委員

	東京都環境科学研究所
	


　 
・四季の結果について、期間平均濃度等を地域別にそれぞれグラフ化する。高濃度日（日平均値が35μg/m3超の日など）が調査期間内に見られれば、前後数日分を別途詳細に解析する。





・現在の報告書の夏季「調査結果」に四季及び高濃度時の調査結果を追加する。


4　調査結果


　4.1　粒子状物質濃度


　　　　＜途中省略＞


　4.7　年間を通したPM2.5高濃度の出現状況


　4.7　四季のPM2.5濃度解析（平均値による評価）


　4.8　PM2.5高濃度時解析





・PM2.5の発生源については国や自治体による調査が進められている。発生源調査に関する全般的な話（測定方法、測定結果の解析及び成分濃度と発生源の関係等）に加え、JISによる規定がない二次生成粒子（凝縮性ダスト）の測定方法について、検討している専門家による最新の検討状況について講演を依頼する。








